


　人類史上、初めて原子爆弾が投下された地に創設
され、歴史的・社会的に特別な背景を持つ広島大学は、
「平和を希求する精神」を理念に掲げ、国際的な教育
研究を展開することにより、平和科学の発展を牽引する
使命を果たしてきました。

　2030年のSDGs達成に向けて、平和科学の重要性は
高まっており、ポストSDGsの時代においては、一人ひと
りが「平和」について自分自身の問題として関わり、主体
的にアクションを起こしていくことが重要であると考えて
います。この時代を見据え、広島大学は社会の安全保障
に資する教育研究活動の成果を通じて人々に安心を
もたらすことを目標に、2023年5月「President 5 Initia-
tives for Peace Sciences－新しい平和科学（安全・
安心を実現する「創る平和」）－」を策定いたしました。
世界が直面する数々の課題の中から、学内の特異なリ
ソースを学際的に活用することで大きなインパクトを
生む５つの事項を設定しています。社会からの投資や本学
のリソースを活用し、学内組織や既存の活動との連携
を強化しながら重点的に取組、大学の機能を拡張し
ていくことで、新たに「平和を創る」大学として、広島大学
のあるべき姿を実現していきます。

　被爆80年の節目となる今年8月6日、広島大学は
「原爆死没者追悼式」に続き、世界の大学長が平和を議論
する第4回「平和学長会議」を開催しました。昨年8月に
第1回会議を開いて以来、継続して実施してきており、
これまでに、日本を含む世界19か国・地域の29大学（本学
を含む）が参加しています。世界の大学のトップが広島
の地で被爆の実相に触れ、それを母国の学生たちに
発信することを通じて、広島の地で被爆の実相を学び、
平和や持続可能性に貢献する次世代のリーダーを育成
する仕組みが整いつつあります。

　2024年11月25日には、「平和学長会議」の第二弾と
して、パンアフリカン大学やトレムセン大学の学長ら
約20人を招き、「広島大学アフリカデー：平和学長会議
－アフリカ・チャプター」を開催しました。会議では、大学
間のパートナーシップや学生・若手研究者との相互交流
を通じ、平和と持続可能性を推進するリーダーの育成を
誓いました。また、パンアフリカン大学とは国際交流協定
を締結し、2025年から毎年20人がアフリカ連合の
奨学金を活用して本学で学ぶことも決まりました。

アフリカは、天然資源が豊かで経済発展が期待され
る一方、紛争や災害が絶えません。そのアフリカの大学
と絆を強めることで、成長の礎となる人を育て、地域の
平和や持続可能な発展に貢献していきます。

　私たちの強みは「総合知」にあり、既存の学問の枠に
とらわれず、自然科学系と人文・社会科学系分野が常に
連携・協働し、学際的な視点で課題の解決に取組ます。
広島大学は、SDGsへの貢献を全学的な最重要事項と
位置付け、徹底した大学改革とSDGs達成へ向けた
全学的取組との相乗効果を図り、研究・教育・社会貢献
のあらゆる面で更なる貢献を果たしていく所存です。
本報告書で本学のSDGs達成に向けた取組をより一層
ご理解いただくとともに、今後ともご支援を賜わります
ようお願い申し上げます。
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